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五
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1，498戸(+2) 
7，415人 (+}2う
3，657人〈ーのν

3，758人〔半 9}ょ

(56年5月 1日現在〉

畠jEt帯数

人口

男

女

村のようす

企
右

二
人
仲
良
く
優
良
児
の
大
竹
加
津
藤
・
由
記
臆
く
ん

A

左

母
親
と
し
て
意
欲
を
示
す
佐
藤
さ
ん
(
謝
辞
)

良
IEI 
7~ 

有賀武士くん

昭
和
五
十
五
年
度
健
康
優
良
児
の
表
彰

式
が
、
去
る
五
月
二
十
七
日
に
ぎ
や
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

対
象
児
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら

昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で
に
生
れ
た
者
の

中
か
ら
選
ば
れ
、
心
身
共
に
り
っ
ぱ
に
発

育
し
た
と
認
め
ら
れ
た
、
男
児
十
五
名
、

女
児
十
一
一
一
名
の
合
せ
て
一
一
十
八
名
の
子
供

達
が
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

小
針
村
長
与を
は
じ
め
、
，
中
野
助
産
婦
さ

ん
か
ら
、
今
後
も
、
お
母
さ
ん
た
ち
の
愛

の
結
晶
を
り
'つ
は
に
成
長
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
検
診
を
受
け
、
必
身
共
犯
健

全
な
る
子
供
応
愛
育
し
て
欲
キ
い
と
祝
辞

を
い
た
だ
き
川
受
演
者
治
代
一義
一
心
佐
藤
弘

樹
く
ん
の
お
母
μ

さ
ん
ハ
恵
美
、手
さ
ん
〉
‘
が

今
後
も
、
健
康
宏
子
供
を
育
て
一る
だ
め
頑

張
り
た
い
と
三
謝
辞
を
述
一氏
ーち

柁

母

親

と
し
て
の
認
識
を
あ
ら
た
に
じ
て
い
ま
し

これ何かな?A 

た。
子
供
達
が
、
J

家
族
に
見
守
ら
れ
、
元
気

に
力
強
く
成
長

L
、
チ
ゼ
~…
y
子
一バ
ワ
i
を

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
、

一期
待
じ
た
い
も
の

で
す
。
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昭和55年度健康優良児氏名健康優良児表彰

玉川村
大字川辺字和尚平223

η 吉字西ノ内19

治 JfI辺字舘126

中学向28のI

" 
" 
南須釜字小半弓68

北須釜字雀森20~

11 

11 

長男

長女

54. 5. 5 

54. 5. 19 I 泰

54. 6. 7 I源

咽
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E
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:jよ春めめ;F央夫運動会会j泣f 

好

雅

南須釜字千五沢15のl11 清7. 11 

IJ¥高字江平211 7. 23 I義己|長女

7. 26 l'克己 小高字稲荷畷お

I! 

z南須釜字結稲田3τI1 

川辺字舘5" 長女良F山中，aペー8. 11 

川辺字和尚平222" 2女ftf主保6 9. 

南須釜字桜窪38

辺
一
の

森
一
白

雀
一
回

字
一
作

釜
一
前

須
一
字

北
一
中

玉川一小、須釜小、Jll辺小学校で、それぞれ春

の大運動会が盛大に開催されました。

児3をたちは、 5月の風と、若葉かおる中、力い

っぱい自分のうでと演技を披露しν 観客から大き

な声援を受け、来賓である老人達の目そ楽じませ

てくれましたo

この 4月に入学した、ピカ巳カ:の一年生も、ーも

う二ヶ月、 スタ {トラインで、fヨーイ、 、ゴーノレ目指

してまっしぐ¥ら、いっしょ うけんめい走りまし

た。

まさに、子供は風の子、太陽の子です。

6. 28 

6 7. 

I1 

" 4男

5身

3男54J7J271τ 

JI' 山小屋字銅屋久保225

南須釜字花見堂75の11

小高字中村前11のl

*'字向37

山小屋字二本柄89

岩法寺字中ノ町64

小高字西屋敷8

吉字上J前54の2

中字後{乍田40-2

'蒜生字栗木内25

I! 

11 

" 

" 

2男

女
-
女
，

n
L
-
o
h
 

2男

2男

長男

長男

54. 10.31文雄

54.' 10. 11 I正雄

54. 10. 11 I孝

敬

九倍

勝

光

治

正

義

予軍

浅

正
一
勇

日吉

6 

11. 20 

9. 29 
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I1 山小屋字丸内田207の3

ヒャー/やっとくぐれたぞ

2女春敏

.... 

バッキンガムの衛兵もピックリ

スタートのポーズはこうかな?
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結核(レントゲン撮影)循環器・胃検診日程表

(結核・循環器一)吉地区の胃の検診は須釜公民館で、行います

次及びニ次胃 岩法寺地区の胃の検診は竜崎公民館でJ行います

病
気
減
沼
化潮
発
見
山十一周十
一期
治
療
に
よ

り
、
皆
な
し滋
.・4
健
康
志
守
る
た
め
、
本

年
も
一
U

般
住
民
b

健
康
診
断
を
実
施
し
ま

す
の
で
一お
知
五

世
致
，じ
ま
す
。

自
分
泌
健
康
花
必
恋
γ

刀
て
お
年
k
m一一

度
比
必

vf
検
診
一を
受
設
宕
'分
続

健
康

を

確
認
じ
ま
一じ
ま
う
。
…

人
以
健
康
診
断
実
施
要
現

一、

'結
核
検
診
一は
毎
年
一
回
一段
必
ず
受

砂
山な
け
h
ば
及
川
一
通
…ぜ
ん
。
這
一
集

度
一に
お
い
で
、ボ
』
ペ
ネ
た
達
す
る
者
以

岩法寺公民館

須釜児 館立豆午前 9.30'""'-'11.30

下の
さ際
し、 tこ
oは

必
-ず
{固
ノ¥
eff ' 
万て

を
持

調
環
器
一
次
検
診
(
身
体
測
定
・

尿
検
査
・
血
圧
測
定
・
聴
打
診
〉

日
以
内
循
環
器
一
次
検
診
の
結
果
、
精
密

石井貞ニ宅前

館

館

館

就業改善センター

民

民

民

辺公

/，¥. 
.D、

F、、，
ふ〉、

須釜

竜崎

l
 
I
 

'
1』，，

午前 9.30"-11.30 

午後12.30'""'-'2.30 

午前 ，9.30'""'-'11.30 
午.後12;30'""'-' 2.30 

9.30'""'-'11. 30 
230'""'-' 2.30 

9.30'""'-' 11. 30 
午後12.30'""'-'2.30 

午前 9.30'""'-'11.30

午後12.30'""'-'2.30 

午前 9.30'""'-'11.30 

検
査
を
必
要
と
認
め
ら
れ
た
方
に

は
、
当
日
循
環
器
二
次
検
診

(
精

密
検
査
)
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
0
0

循
環
器
二
次
(
精
密
〉
検
診

(
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査
)

四
、
胃
の
検
診
を
受
け
る
方
は
ハ
ガ
キ

を
持
参
し
て
下
さ
い
。

五
、
地
区
毎
に
日
時
・
会
場
を
定
め
ま

し
た
が
、
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
他

の
会
場
で
も
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

六
、
病
気
・
妊
娠
、
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
受
診
出
来
な
い
方
は
、
そ
の
旨

役
場
住
民
課
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

七
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
以
降
医
療
機

関
に
お
い
て
胸
部

X
線
撮
影
を
さ
れ

た
方
は
そ
の
旨
の
-
証
明
書
を
役
場
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

※
検
診
料
全

就業改善センター

(結核・循環器一次及び二次)

四辻地区sの胃の検診は石井貞二宅前で行います

辻!午前 9.30'""'-'11.30 

中

四辻農業研修所

O
結
核
検
診
・
循

環
器
一
次
検
診

.
胃
検
診
:
・
:

無
料
ハ
全
額
村

負
担
)

O
循
環
器
二
次
検

診・・..•. 
一
、
四
五

O
円

(
個
人
負
担
〉

※
上
記
日
程
中
に
結

核
検
診
を
受
け
な

か
っ
た
方
は
、
後

日
石
川
保
健
所
に

て
受
け
て
い
た
だ

く
こ
と
に
私
り
ま

す
。

〉住 6{
〉民
〉課月〈
?衛
J生
{関
(係 j
〉事

?業 1
i予}

i定 f

2
日
(
火
)

妊
婦
検
診
西
部
地
区
母
子

セ
ソ
タ

i

母
親
学
級

保
健
協
力
員
会
議

日
本
脳
炎
予
防
接
種

第
一
回

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
午

後

1
時
鈎
分
J
2
時
叩
分

日
本
脳
炎
予
防
接
種

第

1
回

須
釜
公
民
館

6
日
(
土
)

8
日
(
月
)

叩
日
(
水
)

ロ
日
(
金
〉

午
後

1
時

初
分
J
2
時
叩
分

妊
婦
検
診
東
部
地
区

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー

日
本
脳
炎
予
防
接
種

第
二
回
就
業
改
善
セ
ン

タ

ー

午

後

1
時
泊
分
J

2
時
叩
分

日
本
脳
炎
予
防
接
種

第
二
回
須
釜
公
民
館
午

後

1
時
却
分
J
2
時
叩
分

乳
幼
児
健
康
診
断
母
子
セ

ン
タ
ー

初
日
(
金
)
J
7
月

6
日
ま
で
昭
和
田
年

度
総
合
検
診
(
結
核
・
循

環
器
・
胃
)

日
日
(
火
)

n
日
(
月
)

お
日
(
火
〉

お
日
(
木
)

買
物
の
目
安
に
マ
!
ク
を

ω

ー
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
マ

l
ク

l

圃
J
I
S
マ
ー
ク
(
工
業
標
準
化
法
〉

h
F
1
I
S
マ
ー
ク
は
、
国
で
定

Trυ
め
た
規
格
(
日
本
工
業
規
格
)

‘

/
i
¥
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
を
示

す
も
の
で
す
。

こ
の

J
I
S
マ
ー
ク
を
つ
け
る
た

め
に
は
、
相
当
厳
し
い
審
査
を
経
て

許
可
さ
れ
た
も
の
に
限
り
、
そ
の
商

品
を
製
造
す
る
者
の
責
任
で
つ
け
ら

一
れ
て
い
ま
す
の
で
、
私
た
ち
は
こ
の

マ
ー
ク
を
信
頼
し
、
安
心
し
て
買
物

一
が
出
来
る
わ
け
で
す
。

商
品
を
買
う
と
き
は
、
こ
の
マ

l
ク

を
目
安
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

O
マ
!
ク
の
つ
い
て
る
お
も
な
商
品

'

一
、
繊
維
製
品
二
九
電
気
機
械
器
具

三
、
合
成
樹
脂
加
工
品
四
、
雑
貨
工

業
品
な
ど
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

E
J
A
S
マ
i

(

農
林
物
資
の
規
格

λ

、1C〆
化
及
び
品
質
表
示
の
適
正
化

f
r
r
m
h
に
関
す
る
法
律
)
こ
の
マ

1

;

…
 

メい
W
¥

ク
は
、
国
で
定
め
た
規
格
に

合
格
し
て
い
る
も
の
に
つ
け
ら
れ
ま

す
。
一
定
基
準
以
上
の
品
質
が
保
障
さ
れ

て
い
ま
す
か
ら
一
わ
一代
く
し
た
ち
が
食

品
を
選
ぶ
と
き
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

J
I
S
マ
ー
ク
は
、
農
林
一物
資
の
種

類
に
よ
っ
て
表
示
の
し
か
た
が
や
や
ち

が
っ
て
い
ま
す
。

マ
ル
で
盟
主
しれ
伝
主

A
S
マ
l
ク
は

ま
っ
た
く
同
じ
ち
す
が
、
、
マ
ト
タ
の
ま

わ
り
に
品
名
八
種
類
別
〉
や
こ
れ
を
検

査
乞
た
登
録
格
付
機
関
の
名
称
、
あ
る

い
は
等
級
位
一
宗
-
竜
丸
Y

れ
て
い
る
な
ど
の

相
異
が
あ
り
ま
す
。
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作

文

入

賞

作
ロ
ロロ
(2) 

竺
今
回
は
、
入
賞
作
品
の
中
の
坂
本
の
ぶ
子
さ
ん
(
川
辺
小
〉
、

士
吉
村
忠
幸
く
ん
(
須
釜
中
〉
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す

私
達
の
住
ん
で
い
る
玉
川
村
は
、
現

在
、
と
く
に
不
便
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ょ
く
を
言
う
な
ら
、
公
園
や
村

営
プ

l
ル
、
大
き
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
住
み
や
す
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

公
園
や
村
営
プ

l
ル
と
い
う
の
は
、

子
供
達
だ
け
で
な
く
、
大
人
達
も
楽
し

め
る
、
い
と
い
の
場
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
も
の
に
よ
っ

て
、
健
康
な
体
を
つ
く
れ
る
と
共
に
、

人
間
関
係
を
深
く
結
び
つ
け
る
こ
と
も

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
玉
川
村
に
は
、
公
園
や
村
営

プ
ー
ル
の
ほ
か
に
、
遊
び
場
な
ど
、
数

少
な
い
の
で
、
玉
川
村
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
か
ら
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
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な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
に
、

一大
き
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
ι

で
す
が
、

，現
在
も
玉
川
村
に
は
、
小

売
一
庖
な
ど
は
、
そ
れ
ほ
ど
少
な
く
は
な

い
守の
で
す
が
、
な
ん
で
も
数
多
く
の
品

物
が
そ
る
っ
て
い
る
、
久
l
パ
l
マ
ー

ク
ヴ
ト
の
よ
う
な
物
が
命な
い
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
、
必
要
に
な
づ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

大
き
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出

来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
玉
川
村
の
経
済

や
人
口
も
豊
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
出

来
れ
ば
、
遠
く
ま
で
買
い
物
に
行
か
な

く
て
も
、
村
内
で
す
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
便
利
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
あ
と
は
、
玉
川
村
の
人
が
一
人
一

人
仲
良
く
す
れ
ば
、
立
派
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
に
は
、
何
事
も
、
だ
れ
に
で
も

協
力
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
仲
良
く

な
れ
る
と
思
い
，
T
す
。

玉
川
村
を
、
楽
し
い
健
康
づ
く
り

に
、
役
立
つ
村
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
上
げ
て
き
た
、
公
国
や
村

営
プ
l
ル
、
大
き
な

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
つ
く
る
こ
と
は
、
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
い
土
地
も
必
要

で
す
。玉
川
村
に
は
、
広
々
と
し
た
田
畑
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
田
畑
、
が
な
く
な
っ
て

も
困
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
村
民
の
協

力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
、
み
ん
な
で
ま
と
ま
っ

て
、
協
力
で
き
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
村

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
玉
川
村
に
と
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
も
の
が
で
き
る
と
、
玉
川
村
の
発

展
に
役
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

一
《
な
ぜ
無
線
機
に
免
許
が

~

必

要

な

の

で

し

ょ

う

か

》

-
電
波
は
、
光
や
音
に
よ
く
似
た
性

一
質
が
あ
る
た
め
、
目
的
以
外
の
場
所

一
へ
も
飛
ん
で
い
き
ま
す
。

一
ま
た
、
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
中

一
の
人
々
が
同
じ
電
波
を
使
っ
て
い
る

一
の
で
交
通
ル

i
ル
の
よ
う
な
ル
l
ル

一
(
電
波
法
)
を
定
め
て
、
そ
の
ル

I

一
ル
に
従
っ
て
電
波
を
使
わ
な
い
と
混

一
乱
し
て
全
く
使
い
な
く
な
っ
て
し
ま

一
い
ま
す
。

↑
そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放

-
送
局
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
ラ
ジ
オ

四

(
C
B
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
〉
の
よ
う

…
な
小
型
な
も
の
ま
で
免
許
が
必
要
な

の
で
す
。

《
ご
存
知
で
す
か
》

テ
レ
ピ
や
ラ
ジ
オ
は
、
な
ぜ
画
が

出
た
り
音
が
開
之
え
た
り
す
る
の
で

し
ょ
v

う
か
。

こ
れ
は
放
送
局
か
ら
電
波
が
送
り

出
さ
れ
、

'こ
れ
を
皆
さ
ん
が
受
け
て

い
る
か
ら
な
の
で
す
。

ま
た
、
新
幹
線
な
ど
の
乗
物
か
ら

も
自
宅
へ
電
話
を
か
け
ら
れ
ま
す

ね
、
こ
れ
も
無
線
電
話
ハ
電
波
を
使

っ
た
電
話
〉
を
利
用
し
て
い
る
か
ら

な
の
で
J

す
。

こ
の
よ
う
に
¥
知
ら
ず
知
ら
ず
の

間
に
電
波
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
に

、
空
気
の
・よ
う
に
必
要
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

《
あ
な
た
の
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
は

大
丈
夫
で
す
か
》

ζ

の
ご
ろ
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ

ン
プ
カ
ー
な
ど
、
通
行
の
は
げ
し
い
道

路
沿
い
の
ご
家
庭
の
テ
レ
ピ
の
画
面
に

縞
が
入
っ
て
見
え
な
い
と
か
、
テ
レ
ビ

の
音
が
開
こ
え
な
く
な
る
と
か
、
ラ
ジ

オ
や
久
テ
レ
オ
等
に
変
な
声
が
入
っ
て

図
る
と
い
う
よ
う
な
苦
情
が
増
え
て
い

ま
す
。こ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ハ

イ
パ
ワ

i
(出
力
の
大
き
い
)
市
民
ラ

ジ
オ
あ
る
い
は
ハ
イ
パ
ワ

I
C
B
と
、呼

ば
れ
る
無
線
機
で
、
こ
れ
ら
の
無
線
機

は
、
一
部
電
機
庖
、
自
動
車
部
品
販
売

や
雑
誌
広
告
に
よ
る
通
信
販
売
な
ど
で

販
売
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
買
っ
た
人

が
長
距
離
ト
ラ
ッ
グ
や
ダ
ン
プ
カ
ー
等

の
車
に
付
け
て
、
電
波
法
を
無
視
し
て

使
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
無
線
機
を
自
宅

に
設
置
し
て
い
る
人
や
、
沿
岸
漁
業
用

の
漁
船
等
に
-
設
置
し
て
い
る
人
も
い
ま

す
が
、
ハ
イ
パ
ワ

i
市
民
弓
ジ
オ
は
、
・

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
妨
害
を
与
え
る
ほ

か
、
正
式
に
免
許
を
受
け
て
い
る
無
線

通
信
に
妨
害
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、

小
型
漁
船
が
遭
難
し
た
と
き
に
使
用
す

る
電
波
に
妨
害
を
与
え
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

《
皆
様
に
お
願
い
》

郵
政
省
で
は
、
ハ
イ
パ
ワ
l
市
民
ラ

ジ
オ
の
絶
滅
の
た
め
に
日
夜
努
力
し
て
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ぼ
く
は
、
未
来
の
玉
川
村
の
地
域
発

展
に
つ
い
て
考
え
て
見
た
い
と
思
い
ま

す。
地
域
の
発
展
は
、
ま
ず
、
一
番
は
交

通
、
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
れ
で
、
立
地
条
件
に
よ
っ
て
発
展

す
る
産
業
も
違
っ
て
き
ま
、す。

泉
地
区
に
は
、

一多
く
の
工
場
が
立
て

ら
れ
農
業
を
離
れ
て
、
そ
こ
に
働
く
者

も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

交
通
の
発
達
こ
そ
、
地
域
の
発
展
に

な
〈
て
は
、
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る

が
、
交
通
の
使
に
悪
い
地
域
に
は
、
発

展
の
道
は
、
無
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

交
通
の
便
が
悪
い
と
こ
ろ
に
は
、
そ

れ
な
り
の
産
業
発
展
の
道
が
あ
る
よ
う

に
思
い
ま
す
J

多
く
の
山
や
畑
を
利
用
し
s

て
牛
の
飼

育
を
野
党
ゴ
去
の
・肉
右
?
加
エ
す
る
工

場一を、
ぃ
ご
り
地
域
に
作
る
こ
と
が
て
番

幸申
1Iニ，、村

須釜中学校

士
口年1 

だ
と
思
い
ま
す
。

子
を
取
る
牛
を
、
農
家
で
生
産
し
、

そ
の
生
ま
れ
た
牛
を
、
飼
育
し
、
肉
と

し
て
育
て
る
、
そ
の
牛
に
与
え
る
エ
サ

を
作
る
農
家
と
、
工
場
が
必
要
に
、
な

っ
て
来
ま
す
。

子
牛
を
取
る
牛
を
、
専
門
に
育
て
る

農
家
で
生
産
さ
れ
た
、
子
牛
を
肉
牛
に

す
る
た
め
、
育
て
る
た
め
の
農
家
、
急

な
、
山
林
や
畑
を
利
用
し
て
放
牧
し
、

む
だ
な
く
、
土
地
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
利
用
率
を
高
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

肉
牛
に
与
え
る
エ
サ
を
、
生
産
す
る

農
家
、
配
合
飼
料
を
作
る
工
場
を
、
そ

の
地
域
に
作
あ
こ
と
に
よ
っ
て
安
く
、

ヰ
サ
いを
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
に
、
働
く
労
働
者
が
多
く
必
要
に
な

っ
て
来
ま
す
。

外
村
に
働
き
に
、
で
て
い
る
者
が
、

地
元
で
働
く
こ
と
が
、
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

立
派
に
成
長
し
た
肉
牛
を
加
工
す
る

工
場
を
、
こ
の
地
域
に
作
る
生
産
か
ら

加
工
販
売
ま
で
を
、
一
手
に
ひ
き
受
け

て
、
や
る
一乙
と
に
よ

っ
て
、

農
家
と
工

場
が
、
共
に
発
展
し
て
行
く
地
域
の
立

地
条
件
に
合
わ
せ
た
畜
産
、
発
展
と
、

そ
れ
と
、
一
緒
に
飼
料
工
場
飼
料
生
産

家
が
一
緒
に
な
っ
て
肉
牛
を
育
て
る
、

農
家
の
安
定
き
ょ
う
給
に
つ
と
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
共
に
、
発
展
し
て
行
く

と
思
い
ま
す
。

牛
を
売
り
、
買
う
市
場
が
、
必
要
に

な
り
ま
す
。

人
々
の
、
出
入
り
が
、
多
く
な
っ
て

来
ま
す
。

人
々
の
出
入
り
が
多
く
な
り
、
人
々

が
、
多
く
集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
は
発
展
し
芳
行
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
牛
を
、
中
心
に
し
た
、
産
業
の
発
達

に
よ
っ
て
、
大
き
く
の
び
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。

い
つ
か
は
、
こ
う
い
う
時
が
、
く
る

で
し
ょ
う
。
こ
な
く
て
は
、
い
け
な
い

の
で
す
ρ

わ
た
し
た
ち
人
聞
が
、
い
き
て
い
る

か
ぎ
り
、
発
展
と
い
う
も
の
が
、
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
は
、
未
来
へ
、
む
か
つ

て
、
一
歩
、
一
歩
あ
る
い
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
い
ず
れ
、
社
会
へ
、

出
て
い
き
ま
す
。

そ
七
て
、
そ
の
未
来
へ
の
一
歩
が
、

地
域
社
会
へ
の
発
展
に
、
む
す
び
つ
い

て
い
く
の
で
す
。

皆
な
が
、
し
あ
わ
せ
に
、
生
活
し
て

い
け
る
よ
う
に
地
域
の
発
展
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

お
り
、
怒
質
者
に
は
告
発
を
行
う
な

ど
強
い
安
勢
で
臨
ん
で
お
り
ま
す
。

も
し
バ
皆
様
の
お
知
り
合
い
の
人

で
ハ
イ
パ
ワ

l
市
民
ラ
ジ
オ
を
使
用

し
て
い
る
節
を
感
じ
ら
れ
た
ら
、
違

反
が
摘
発
さ
れ
た
と
き
は
、
体
刑
や
罰

金
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
直
ち
に
や
め
る
よ
う
注
意

し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。
東
北
電
波
監
理
局

伺園側-個-"・冨・・・・・綱同・閑刷局開司冨・・・・・園開開田司制問調

--------m冊司崎明伺開閉・・・
E・E・--同輔
m

周開園

------ZE--一回・
"'a--E・
E・----時閣田園同・
------EE竃醐・

を

../"'-.、

日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
、
ど
の
会

場
で
も
よ
い
で
す
か
ら
早
め
に
登
録
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

。
六
月
二
十
五
日
(
木
〉

い
わ
き
市

、
県
合
同
庁
舎

、
七
月
二
十
三
日
(
木
〉

郡

山

市

県

合

同

庁

舎

一0
.
十
月
二
十
三
日
(
金
〉

福

島

市

県

庁

会

議

室

。
十
一
月
二
十
六
日
(
木
〉

会
津
若
松
市
県
合
同
庁
舎

o
十
二
月
十
八
日
(
金
)

白

河

市

県

合

同

庁

舎

柳
作
線
と
、
山
小
屋
(
通
称
う
ば
坂
頂

上
〉
丸
田
田
地
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
、.、輔、

、
省
、ェ、不
、時
代
の
'省
エ
ネ
防
犯
灯
、
省

エ
ネ
に
あ
や
か
ら
ず
、
防
犯
の
た
め
に

一
役
、

“期
待
吉
れ
ま
す
。



。
災
害
を
受
け
た

と
き
は
税
の
減

免
手
続
を

風
水
害
や
火
災
、
地
震
・
一
家
一
雪
な
ど

の
災
申
告
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
と
き

は
、
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
た
り
免
除
さ

れ
る
な
ど
の
救
済
措
置
が
も
う
け
ら
れ

て
い
る
の
を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
。

そ
の
救
済
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

〈
雑
損
按
除
に
よ
る
方
法
〉

昭和56年 6月1日

住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
、
そ
の

損
害
額
が
年
間
所
得
の
一

O
パ
ー
セ
ン

ト
を
超
え
る
と
を
は
、
そ
の
超
え
た
金

額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

た
が
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w
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住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
作
、
そ
の

損
害
額
が
住
宅
や
家
財
の
価
額
の
二
分

の
一
以
上
で
、
し
か
も
、
そ
の
年
の
所

得
金
額
が
四
百
万
円
以
下
の
場
合
は
、

所
得
金
額
に
応
じ
一
定
割
合
の
所
得
税

額
が
軽
減
~
免
除
さ
れ
ま
す
。

雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
る
所

得
税
の
軽
減
、
免
除
は
、
最
終
的
に
は

翌
年
の
確
定
申
告
で
、
ど
ち
ら
か
有
利

な
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
①
予
定
納
税
額
の
あ
る
人
②
サ
ラ

リ
ー
マ

γ
な
ど
は
、
一
定
の
手
続
を
す

る
と
確
定
申
告
前
で
も
所
得
税
の
軽
減

や
免
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談

室
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

。
相
続
と
税
金

相
続
税
は
、
死
亡

L
た
人
の
財
産
を

相
続
な
ど
に
よ
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
に

か
か
る
税
金
で
す
。

遺
産
を
相
続
す
る
場
合
、
相
続
人
や

遺
産
の
分
割
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が

出
て
き
ま
す
の
で
相
続
税
は
複
雑
な
税

金
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
相
続
税
の
あ
ら
ま
し
を
説
明

し
ま
し
ょ
う
。

人
相
続
税
の
計
算
〉

ま
ず
、
遺
産
総
額
か
ら
債
務
や
葬
式

費
用
の
額
を
差
引
い
て
「
正
味
の
遺
産

額
」

を
計
算
し
、
こ
の
「
正
味
の
遺
産

額
」
か
ら
法
礎
控
除
(
一
一
千
万
円
十
相

続
人
×
四
百
万
円
〉
を
差
引
き
「
課
税

遺
産
額
」
を
計
算
し
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
「
課
税
遺
産
額
」
を
法
定

相
続
分
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
額
に
税

率
を
掛
け
て
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

ζ

の
税
額
を
合
計
し
た
も
の
が
「
相
続
税

の
総
額
」
で
、
こ
れ
を
、
各
相
続
人
や

受
遺
者
、
が
実
際
に
取
得
し
た
正
味
一の
財

産
価
額
の
割
合
に
応
じ
て
あ
ん
分
し
た

額
が
各
人
の
相
続
税
と
な
り
ま
す
。

相
続
税
の
申
告
は
、
被
相
続
人
が
死

亡
し
た
日
の
翌
日
か
ら
六
か
月
以
内
に

被
相
続
人
の
住
所
地
の
所
轄
税
務
署
に

す
る
こ
と
に
な
っ
‘て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の

税
務
相
談
室
、
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ

大
」
い
。
。
贈
与
と
税
金

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る

税
金
で
す
。
贈
与
税
は
、
生
前
に
贈
与

が
行
わ
れ
る
と
そ
れ
だ
け
相
続
税
が
軽

く
な
る
の
で
、
生
前
に
贈
与
を
受
け
た

人
と
受
け
な
か
っ
た
人
と
の
間
に
税
金

の
聞
で
不
公
平
が
生
じ
な
い
よ
う
に
設

け
ら
れ
た
税
金
で
す。

贈
与
税
は
、
一
年
間
に
個
人
か
ら
受

け
た
財
産
の
価
格
か
ら
六
十
万
円
を
差

引
き
、
そ
の
残
額
に
税
率
を
掛
け
て
計

算
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
贈
与
税
で
問
題
に
な
る

の
が
親
族
関
係
で
の
金
銭
貸
借
で
す
。

金
銭
貸
借
そ
れ
自
体
は
贈
与
で
は
あ
り

-・・
γ
一一一・坤」押
込ゆ・口一日・誌

F
f引
が

〉
γ
一判明一一一
三一・必
一・将・一-

h

輔の
ザ
崎
山

一一一
一V材料
.w一

ま
せ
ん
が
、
俗
に
い
う
「
あ
る
時
払
い

の
催
促
な
し
」
と
か
寸
出
世
払
い
」
の

場
合
は
贈
与
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、

町金
銭
の
や
り
と
り
を
し
な
い

で
不
動
産
や
株
式
の
名
義
を
変
更
し
た

勺、

-債
務
を
免
除
し
て
も
ら
'っ
た
場
合

な
ど
経
済
的
」な
利
益
を
受
け
た
と
き
も

贈
与
税
が
か
か
り
ま
す
。

贈
与
税
の
申
告
は
、
贈
与
を
受
け
た

年
の
翌
年
こ
月
一
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
だ
'に
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
1

お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点

は
、
最
寄
り
2
1

の
税
務
署
や
税
務
相
談
室

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



たま泊、わ

保
険
ー
料
免
除
わ

1
V川
-r

ー
川
手
続
ぎ
一
世
ぬ
J

早
-
聞
記
ド

広報

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
か
月
分

が
四
一
五

O
O円
で
す
が
、
失
業
や
少

No. 178 昭和56年6月1日

収
入
な
ど
の
た
め
、
保
験
料
の
納
付
が

困
難
な
方
は
、
マ申
出
に
よ
っ
て
保
険
料

が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

七
月
ま
で
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
今

年
の
四
月
分
か
ら
向
う
一
年
間
は
有
効

で
す
。保険
料
が
免
除
さ
れ
て
も
、
障
害
一
同
年

金
な
ど
は
納
め
た
人
と
同
様
の
額
を
受

け
ら
れ
ま
ず
か
ら
、
滞
納
の
ま
ま
に
せ

ず
、
必
ず
お
住
ま
い
の
役
場
国
民
年
金

係
叉
は
須
釜
支
所
窓
口
に
免
除
の
申
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
免
除
を
受
け

た
期
間
だ
け
三
分
の
一
に
減
ら
さ
れ
ま

す
の
で
、
十
年
以
内
の
分
な
ら
ば
、
旧

料
金
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す

か
ら
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
追
納
し
て
く
だ
さ

、。
、仁
V

福
島

こ
の
た
び
、
当
セ
ン
タ
ー
は
木
年
度

よ
り
二
ヶ
年
計
画
で
改
築
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
こ

ρ関
仮
庁
舎
(
左
記
)
へ

移
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保険料の免除手段きはお王手gに

新
住
所

干
捌
福
島
市
渡
利
字
馬
場
町
日
番
地

電
話

(
O
ニ
四
五
〉

一二

l
O九
九
九

一一一一

i
六
八
三

O

二
二
!
六
八
三
一

セ
ン
タ
ー

つ

し、

て

移
転
後
も
従
来
ど
お
り
ご
利
用
く
だ

z-
、O

J

〈

y
u
v

f場所略図1

事
業
所
統
計
調
査
l
l七
月
一
日
に
実
施

調
査
に
ご
協
力
を

7 

昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
と
な
ら

ん
で
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査

で
あ
る
「
事
業
所
統
計
調
査
」
が
七

月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ

ま
す
。こ
の
調
査
は
寸
昭
和
二
十
二
年
に

ス
タ
ー
ト
し
、
以
後
三
年
ご
と
に
行

わ
れ
て
い
与
な
の
で
、
わ
が
国
の
経

済
活
動
の
基
礎
で
あ
る
事
業
所
の
実

態
を
全
国
な
ら
び
に
地
域
別
に
明
ら

か
一
い
す
る

L々
ど
が
目
的
で
す
。
調
査

の
結
果
K
3
園
、
都
港
府
県
バ
市
町

村
の
行
政
手
経
済
施
策
を
は
じ
め
、

民
間
で
は
事
業
計
画
を
立
て
る
際
の

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
会
社
、

工
場
、

斗
問
鹿
ハ
病
院
、
学
校
の
は
か
、

官
公
庁
、
国
鉄
・
私
鉄
の
駅
、
ホ
テ

ル
・
旅
館
や
神
社
、
お
寺
に
い
た
る

ま
で
べ
農
林
漁
家
を
除
く
全
国
約
六

百
三
十
万
の
事
業
所

τす。

こ
の
調
査
は
、
次
の
三
つ
の
種
類

に
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

〔
甲
調
査
〕

民
間
経
営
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

調
査
事
項
は
、
事
業
所
の
名
称
、
所

在
地
、
経
営
組
織
、

事
業
の
掻
類
な

ど
九
項
目
で
す
が
、
会
社
の
本
社
事

業
所
の
場
合
は
、
」
の
外
に
資
本
金
額

な
ど
四
項
目
が
加
え
ら
れ
ま
す
。

〔
乙
調
査
〕

ザ
l
ピ
ス
業
の
ラ
ち
物
品
賃
貸
業

(
レ
ン
タ
カ
ー
¥
代
以
じ
ポ
l
ト
業
な
ど
て

旅
館

ιの
他
の
宿
泊
所
、

J

ク
リ

i
ニ

ン
グ

-
m一
容
・
浴
場
業
、
映
画
館
・

娯
楽
業
、
自
動
車
整
備
業
・
駐
車
場

業
お
れよ
び
そ
の
他
の
修
理
業
が
対
象

で
、
調
査
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

名
称
、
現
金
給
与
支
給
額
、
最
近

一
年
間
の
総
売
上
高
D

〔
丙
調
査
〕

国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
公
共
企

業
体
の
事
業
所
を
対
象
に
、
事
業
所

の
名
称
、
所
在
地
、

ー事
業
の
種
類
、

職
員
数
，の
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す。
な
お
、
調
査
の
方
法
で
す
が
マ
甲

調
査
」
と
「
乙
調
査
」
は
都
道
府
県

知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
、

六
月
下
旬
か
ら
す
べ
て
の
事
業
所
を

訪
問
し
て
調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し
、

七
月
中
旬
ま
で
に
回
収
し
ま
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
調
査
員
が
、
亘
接
聞

き
取
り
調
査
を
す
る
こ
と
も
あ
り
・
手
品

す。
「
丙
調
査
」
は
、
調
査
員
に
よ
ら

ず
、
国
や
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
公

共
企
業
体
の
組
織
を
通
じ
て
行
わ
れ

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「
見
本
市
ふ
く
し
ま
」

県
で
は
、

優
れ
た
県
産
品
を
展
示
し

て
、
広
く
県
内
外
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
県
産
品
に
つ
い
て
の
理
解

を
深

J

め
て
い
だ
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

見
本
市
を
開
き
ま
す
。

o
と

き

昭

和

五

十

六

年

十

月

十

日

(土
)
J
十
五
日
(
木
)

毎
日
午
前
九
時

J
午
後
四

の
開
催

時南
東
北
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

内
郡
山
市
喜
久
田
町

o
展
示
内
容

食
料
品
、
衣
料
品
、
家
具
、
電
気

製
品
、
手
工
芸
、
民
芸
品
、
各
種

機
械
、
金
属
製
品
、
電
子
機
器
等

。
入
場
無
料

。
と
こ
ろ

「
見
本
市
ふ
く
し
ま
」

出
展
企
業
を
募
集
中

見
本
市
に
出
展
す
る
企
業
、
協
業
組

合
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

し
め
き
り
は
川
七
月
三
十
一

す。
詳
し
く
は

昭和56年 6月1日No. 178 

日

で

福
島
県
庁
、
商
工
課
企
画
班

福
島
市
杉
妻
町
二

l
一
六

電
話

(O
二
四
五
=
二

l
一
一
一
一

内
線
四

O
四
三
ま
で
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

参

加

費

かわ

期主

ま

場

所

参
加
資
格

た広報

募
集
人
員

申
込
期
間

申

込

先
日催

居月昭一の玉尾日昭玉
住 10和 O 身川 和j[J
区日 500体村瀬 56村
の年名健民 年 公
体 6 全で 7 民
育月な満 月館
指 25 者 18 24 
導 日才日
委 J 以 j
j言、 7 上 26

一
一
、

C
O
O
円
税
度

F

青
年
の
輪
を
広
げ
よ
う
d

野
外
活
動
研
修

参

加

者

募

集

期主場

日催

(県日昭玉
大民和 JII
玉の 56村
村森 年公
)野 8 民
営 月館
場 8
日

9 

所

参
加
対
象

村
内
に
住
む
、
お
お
む
ね

日
才
J
初
才
の
男
女

五
O
名

昭
和
田
年

7
月
初
日
J

7

月
白
日
ま
で
に
玉
川
村
公

民
へ
申
込
む
事

一
人
五

O
O円
(
食
費
他
)

募
集
人
員

申
込
方
法

A 
M 

費

泉
郷
ク
ラ
ブ

--E橿冨田E掴圃闘

勝

第
五
回
玉
川
村
野
球
協
会
長
杯
大
会

が
、
五
月
三
日
と
十
日
の
両
日
玉
川
一

小
・
須
釜
小
各
校
庭
で
十
七
チ

l
ム
が

参
加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
泉
郷

ク
ラ
ブ
が
三
年
連
続
優
勝
を
飾
り
ま
し

た。O
準
決
勝
須
釜
ク
ラ
ブ

7
1
0
川
辺
ク
ラ
ブ

泉
郷
ク
ラ
ブ

8
1
0
ピ
ッ
ク

イ

i
グ
ル
ス

O
決

勝泉
郷
ク
ラ
ブ

7
1
4
須
釜
ク
ラ
ブ

玉

川

村

公
民
館
図
書
室
に

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
入
る
(
但
冊
)

O
巨
い
な
る
企
て
(
上
・
下
)

堺

屋

太

O
フ
リ
ー
ド
マ
ン
の
日
木
診
断

M

・
フ
リ
ー
ド
マ
ン

O
ガ

ン

が

消

え

た

井

口

氏

樹

O
松
下
政
経
塾
講
話
録

。
青
春
タ
イ
ト
ル
マ
ッ
チ
近

藤

真

彦

他
幻
附
が
入
館
し
ま
し
た
の
で
、
ど

う
ぞ
、
御
愛
読
く
だ
さ
い
。

6
月
公
民
館
行
事
予
定

6
月
6
日

さ
っ
き
、
盆
栽
展

:6、6 6 
月z月月 1
2117 9 ;8 
日ィ目 、日日

日ル今第:;レ第勺高日
本大 17大 12令本
画会回会'回l 者画
教 家 ~ 村教教
ー室 庭 :民室室

ノミ喝 ソ開
レ フ講
l ト式
ボボ
J J 

6
月
お
日天

と一以

予

手R

(
六
月
)

上
旬
に
は
、
梅
雨
前
線
が
本
州
南
岸

に
接
近
し
、
梅
雨
入
り
は
平
年
よ
り
早

い
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
梅
雨
前
線
の
活
動
は
弱
い

見
込
み
で
、
月
半
ば
噴
に
は
晴
れ
る
日

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

下
旬
に
は
、
梅
雨
前
線
の
活
動
が
強

ま
っ
て
、
冷
涼
な
曇
天
の
目
、
が
多
く
な

り
、
局
地
的
な
大
雨
の
降
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

月
平
均
の
気
温
は
、
中
通
り
、
浜
通

り
地
方
は
、
平
年
並
か
や
や
低
く
、
会

津
地
方
で
は
、
平
年
並
、
降
水
量
は
平

年
並
の
見
込
み
で
す
。

(
七
月
〉

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
が
あ
ら
わ
れ

低
温
や
、
日
照
不
足
の
目
立
つ
時
期
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
梅
雨
前
線
の
活
動
が
活
発
と

な
り
、
曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
、
局
地

的
な
大
雨
の
降
る
恐
れ
が
あ
ま
り
す
。

梅
雨
明
け
は
、
平
年
並
か
や
や
遅
く

そ
の
後
は
、
一
時
暑
く
な
る
見
込
み
で

す。
月
平
均
の
気
温
は
、
平
年
よ
り
や
や

低
く
、
降
水
量
は
、
平
年
よ
り
や
や
多

い
見
込
み
で
す
。

〈

お

わ

び

5
月
号
プ
に
て
吋
掲
載
し
F

ま
し
た
山

内
村
職
員
の
人
事
異
動
の
中
で
一
部

d

M

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
、
公
民
館
主
山

~
事
、
溝
井
辛
子
-さ
ん
は
司
教
育
委
~

門
員
会
事
務
局
主
事
の
誤
り
で
汁
紙
同

川
面
を
も
っ
て
お
わ
び
し
、
訂
正
さ
.

V

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お

め

で

た

(
四
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
)

地

出
生
児
氏
名

円

谷

賢

一

鈴
木
千
恵
子

矢

部

順

子

熊

田

幸

信

瀬
谷
麻
理
子

関

根

喬

保
護
者
名

一

之

栄

吉

吉

広
一

郎

雅

之

吉

巳

区辺

f! 

四北

芸須 11

田釜

お

や

み

く

ハ
四
月
分
の
死
亡
届
蓄
か
ら
)

山
也，
4

・
S
F

死
亡
者
氏
名
年
令

世
帯
主
名

善

行
正

光

隆

次

}、
、
円
ハ
ド

ノ

白

州

吉

邦
只

光

区

竜小
f! 

崎高

溝

井

熊

十

河

岡

部

ス

ミ

お

小
林
彦
右
衛
門
剖

小

林

正

明

日

大

木

吉

丸

%

猪
原
喜
左
衛
門
幻

南
/f 須 f!
釜




